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　　　島根県内における山地の荒廃

井　上　正　一　⑧三　宅　　正（林業工学研究室）

　　SyoヱchエエNOUE　and　Tadash11MlIYAKE

On　the　denuded－cond工tlon　of　the　wood1and－s

工n　　Shimane　Prefecture

　　　　　　　　　1。　まえがき

　　島根県は小さい地辻りや山崩の比較的多いとこ一ろであ

る。また各河川の沿岸には漢岸崩壊も多く，わずかなが

　ら禿旛地も見られる。ところがこれら山地の荒廃につい

て，その原因や分布状態などを県内全牢にわたり総括的

に述べたものはない。そこで私たちは，島根県林業課と

砂防電雫課の調査賛料を基礎とし，山瑠の荒廃について

艦括的な考察を試みた。たゾしこれらの調査は，国有林

のcく一部を含むのみでほとんど大部分は民有林である

が，民有林だけでも島根県総面積の74％を占めるから争

山地の荒廃について県内全体の概況をほぽ知ることがで

きよう。

　　　　　　　　2・　島根県の地質

　地質．と山地の荒廃と、は密接な関係があるから，まず島

根県全体の地質を簡単に述べる。県内の地質は日本地形

誌（辻村）。日本地方地質誌申国地方（小林），日本地質構

造（大塚）等によれぱ古生層の分布は石見の酉部に多く，

申生層は殆んど見られない。第三紀層は宍遭湖沿岸を含、

む出雲の海岸地域と，石見の粟部にあり，第四紀に入る

と洪積層は河川の沿岸に著干見られ，沖積層は宍道低地

帯と各河川のデルタを構成していると述べられている、

　県の総面積は6625－5／k㎜2であり各地質の占める割合

を示すと・花崩岩364％1石英斑岩／64％，第三紀層

1／・6％・秩父古生層／0．2％，石英粗面岩8．5％，安山岩

7・3％・第四紀層3・3％・御坂層3．0％次いで閃緑岩，玄

武岩，片麻岩，粗面岩の順となる。

　　　　　　　　3・世地　辻　り

　地辻りの全国統計を見ると地辻りは第三紀層もしくは

類似の地層に多く発生している。県内で地辻りの多いの

は半島部の平田周辺および湖北，湖南地区であり，これ

らの地区も地質的には第三紀層に属する。

　第1表でも明らかな如く第…紀層に66％が存在し，次

いで花騎岩地の／6％となり激減している。特に第三紀層

地ヒりの申には全国的に見ても比較的大きいと思われる

別所の約／3ha・荘原の約／0haが李る。花嵩岩地の地辻

第1表地寅別地ヒり分布状況

地質名 箇所名 ％
崩壌面 崩壌／箇

積（ha） ％ 所当り面
積（ha）

第三紀層 58 66．ア ア3．80 ア5．6 ／．27

花嵩岩 ／4 ／6．／ 14．40 ／4．7 ／、03

石英粗颪岩 3 3．4 2．90 3．0 ○．9ア

石英斑岩 ア 8．／ 3．30 3．4 0．4ア

秩父古生層 4 4．6 2．80 2．9 ．0．70

安山岩 ／ ／．／
O．40 0．4 0．40

合　計 87 100 97．60 ／00

崩壌／箇
所当り面

りは面積の大きいもので約4haであり，箇所数並びに／

箇所当りの崩壊面積も地質により牽異を認めることがで

きる。すなわち第三紀層では箇所数並びに／箇所当りの

崩壊面積が他の地域よりも大である。
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　地辻りの面積は第／図でも明らかな如く大部分は／ha

以下のものである。他県の面積別箇所数を見ても／～5

haのものが最も多数を占めている。既往の地辻りで最

も広いと思われるのは平田市唐川附近の地辻りで約20ha

位あるであろう・こ枠は遇去に於ける地ヒりの跡であつ

て果して何時頃辻つたものか明確なことがわからなザ。
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このような過去に於ける地ヒりの痕跡は鰐淵寺の裏山に

も見られるし，また西南の万ケ丸山から天台ケ峯一帯の

山地には，かつてかなり？規模の地ヒりがおこつたこと

が，地形図上にも明らかにあらわれている。平田周辺一

帯は将来も地ヒりがおこり得る可能性が大である。また

小出氏の調査によれぱ鹿足郡朝倉村捨河円の部落から蓼

野川に沿つて約／粁上流の東岸にも地ヒりがおこつてい

る。この地ヒりはほぽ馬丁形をしており，基岩は花嵩斑

岩より成るが，珍らしい地辻りである、と述ぺている。

　　　　　　　盈・山　　　　崩

　県内の山崩は約940箇所であり，この内斐伊川流域の

山地に279箇所，八戸川流域の山地に433箇所でこの2流

域だけで全体の約7σ％を占めている。ただこの2流域は

砂防電気課が調査しその他は林業課が別個に調査したも

のであるから，この両者を単に集計するのは妥当でない

と思われるが，山崩の分布の概略を知るには支障がない

だろう。地質別に山崩の分布状況を見ると第2表の如く

になる。

　　　　　第2表地質別山崩分布状況

部分を占め次いで石英斑岩，閃縁岩，沖積層とつ㌧いて

いる。谷は一般に急唆でy字形をしている。

　菱伊川および八戸川流域について地形解析を行つてみ

た。地形解析は5万分の／の地形図を用い，崩壊調査流

域を500m平方の方眼網に細分し，各方眼は方向による

偏筒条件を消去するために，方眼に内接する直径500皿

の円を画き，円内の等高線の数から傾斜階を求めた。

　また各方限内の最大傾斜線の方向から方位を牢め，東

西南北の4つに分けた。海抜膏階は／00m間隔とし，各

円内の太い等高線で囲まれる面積の大きい海抜高階をも

つて代表させた。上記の方法によつて2流域を地形解析

した結果を示すと第き表の如くなる。

　　　　　　　　　第3表

流域名1流鰯1流幣罵均瀞平均頓斜

菱伊・川

八戸川

／／5．／3

／06，30

3／．9

43．5

569

564

／20

20。

平均方位

N45◎W

N8E

地質名

第三紀層
花　嵩　岩

石英粗面岩

石英斑岩
御　坂　層

秩父古生層

玄武岩
安　山　岩

庁　麻　岩

第四紀層

閃緑岩
合　　計

’箇所数

38

604

44
8
／

　2

／ア

　／

／3

　1

／24

／6

940

％

4，／

64．／－

4．7

8．6

0．2

／．8

0．／

1．4

0，／

／3．2

／．7

／00

崩壊面
積（ha）

　8．9ア

ア4，59

　5，39

　7，13

　／．／2

　2，80

　0，30

　9，70

　／、00

　ア．43

　／．94

／20．3ア

％

7，4

62．0

4．5

5．9

0．9

2．3

0．3

8．／

0．8

6．2

／、．6

／00

崩壊／箇
所当り面
積（ha）

（2）崩壌の長さ，厚さ，傾斜

崩壊の長さの分布は菱伊川第4表，．八戸川第5表の如

くなる。

　　　　　　　　　第4表

0，24

0，／2

0，／2

0，09

0，56
0，／／

0，30

0，75

／．00

0，06

0．↑2

長さ（・）1・・以下1・・一・・ ・・一小1一・ll・・以上

・トペ…一・・ 5．9 4．／

第5表
長き（・）1・1以下11・一・1

・1・・1レ・1

、40～60
・・一1118・以上

／α・…・…・

　すなわち花嵩岩地に最も多く崩壊がおこり全体の約64

％を占めている。次いで沖積層の／32％，石英斑岩の8

6％となつている、tれは前記の如く非常に崩壌しやす

い花嵩岩の面積が県内に多いためであつて，沖積層．石

英斑岩についても同様であろう。

　　斐伊川および八戸川流域の山崩

　菱伊川上流わよび江川支流八戸川の両流域については

精密な調査が行われているのでこの2流域の山傲⊂つい

てさらに詳細に考察して見よう。

　（1）地．質・地’形

斐伊川流域の山地は石英斑岩と花嵩岩よりなる。八戸

川流域は壮年乃至は晩壮年的山地を形成し，花嵩岩が大

　長さは斐伊川では平均28．3mで71％が40m以下，八戸

川では平均20mで83％が40m以下である。厚さの分布は

斐伊川第6表・八戸川第ア表午示す。

　　　　　　　　　一第6表

厚さ（m1）

％

・以下1・～・1・一・1・一・

刈…l／／・・j…

・一／・一・肚一

刈・己・

第7，表

厚さ（血）1・以下

・1・4

・一・1・一・
6～8

・一／・い／以上

42．3 ・刈・α・一・・ト・

　菱伊川では厚きの平均9mで約52％が4皿以下であり，

八戸川では厚さの平均4m一で47％が4m以下である。こ

卒れより2流域の崩壌地の多くが表土剥落のものと見られタ

崩壊縦断面が山腹斜面に平行のものが多いと言える。
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　崩壊地の蹟斜角を見ると斐伊川ではその56％が40つ～

70◎で，八戸川では90％が50コ～80。である。

第

　　（3）崩壌の面積

　　崩壌面積の大小の割合は菱伊川第8表，八戸川第9表

　の如くである。

8表

酉積（・・）1…以下1／…1以下／l・1・以下1・・ll1以下1・…1以下1・，・・1以下ト…映下f・・…以下

箇所数1／・・1・・1・・1・1 ／・1　・1　・1　・

．4，000以上

．26

第 g表

面積（皿・）1…以下11・…以下1／・・／・以下1・，…以下1・，…以下1・フ・・1丘下 ・，・・／以下」・・…以下
4，000以上

箇所数f・1・1・■ ・・1　り ・！　・l　／l　／l 2

　斐伊川では平均／4ア／m2で約50％が500m2以下，八

戸川では平均391m2でアア％が500m2以下である。I

　以上（2〕（3）によりこの両流域の山崩は非常に小さいこ

とがわかる。これは県内全体についても言えるだろう。

　（4）崩壌の形状，位置

　形状より見ると八戸川ではヵ一ル状42％，ドーム状38

％，短冊状6％ユであり，斐伊川ではドーム状2ア．5％，ヵ

一ル状23・芦％であ糺崩壊の位置を見ると八戸川！では49

％が山腹凹部，4／％が山腹自部に発生しており・輩伊川

では62％が山腹凸部，26％が山腹凹部に発生している。

すなわち山腹凸部の崩壌が比較的多いため前記の如く崩

壊地の傾斜角が急なものと考えられる。．

　（5）崩壌の原因

　山地荒廃の素質的原因としては地質，地形，土壌の状

態などカミあげられるが，これを両流域についてさらにこ

まかく考察すれば／．山腹の急煩斜　2．表土の湊透性

3．表土と底土の硬軟差が大きい　4．風化土が基岩上をす

べる　5・地被がない　6・既往崩壊の拡大　などと与る。

また崩壊発生の直接1的誘因としては　／・豪雨　2・融雪水

3．縦侵蝕などがあげられる。

　　　　　　　5・漢　岸　崩　壊

　県内で渓岸に崩壊を起している河川は約20で，その漢

岸崩壊箇所は約340，崩壊全土景は179．／281m3（未調査

のものが相当数ある）であり，その多くが沖積層で次い

で花嵩岩、石英斑岩，花嵩斑岩等である。崩壊箇所数を

各河川ごとに見ると最も多いのは神戸川の4／箇所で全庫

の約／2％次いで津和野川の33箇所，江川の29箇所，菱伊

川の28箇所等である。崩壌土量を見る．と同じく神戸川が

最高の38，440蛆3で全体の約2／％，次いで江川の／3，、

550m訟，津和野川の／2，660m3，八戸川の／0，150m3等

でこれらの漢岸崩壊に対して現在までに施工された主な

工法は床固工849基，堰麗工90基，谷止工694基等であ

る。各河川別崩壊箇所数を表示すれば第／0表の通りであ

る。

第10表　河川別崩壌箇所数及び崩壊土量

河川名1崩壊箇所数1・1崩壊土量（・・）

神　戸　川

糀　谷　川

津和野川
江

斐

吉

八
蓼■

馬

吉

高

伊

賀

戸

野

木

田

津

川

川

川

川

川

川

川

川

その他の河川

合　　計

4
／

35

33

29

28

28

26

22

■／6
1
／

　7

62

338

12，／

／0．3

9．ア

8．5

8．2

8．2

7．6

6．5

4．ア

3．2

2，0

／8．3

100，

38．440

／／，／60

／2．660

1／3．550

22．268

／2．450

／0．／30

　9．220

　5．500

　6．900

　／，590

35．350

／ア9，2／8

％

2／．4

6．2

ア．／

7，6

12．4

6．9

5。ア

5．／

3．／

3．9

0，9

／9．7

／00

　　　　　　　　鼠　秀瀦　地

　県内の禿緒地は少く且つ面積も小さい。現在までに調

査ずみでなんらかの対策を必要とする箇所は／5箇所，そ

の総面積約25haである。地質を見ると花嵩岩山地ゲ7箇

所でその面積は全体の約40％，次いで第三紀層，御坂層

等となつている。分布地区は能義郡大塚村，布部村，安

来市，松江市竹矢，持田，八束郡千酌，野波，大原郡大

東町，仁多郡八川村，阿井村等である。

　兵庫県，岡山県，広島県・山．口県，愛知県等でば禿瀦

地が間題になつている。直接原因としては人為的なもの

が多く，素因として地質があげられている。小出氏によ、

れぱ，最も著しい禿櫨地は花嵩岩山地，つづいて第三紀

層石英斑岩地であり，古生層の山地は最も禿撞地を形成

し難いと述べられている。

　最後に以上に述ぺた山地荒廃の分布状況を示すと第2

図の如くなる。

　　　　　　　　τ　む　す　ぴ

　島根県の大部分を占める山地の荒廃状況を要約すれは

次のようになる。

、」
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　　　山崩地（L。・一5旧）
　　ム元批地　（B丑rψnd〕

　　ン地ヒ1比（」如a・岬）

第2図山地荒廃分布状況

　（D　地ヒり箇所数の66％カ）第三紀層，／6％が花嵩岩地

に分布している。

　（2）山崩箇所数の40％が花嵩岩地，／ア％が第三紀層に

分布Lてザる。

　（3）地ヒり，山崩ともに／ha以下の小面積のものが全

崩壊地の約50％を占めている。
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　The　denuded　cond1t1on　of　most　wood1ands1n

Sh1mane　Prefecture1s　summar1zed－as　fo11ows

　（1）　About66％of　the1andcreeps，1n　number　of

P1aces，was　found　m　the　tert1ary　zones，and－16％

was1n　the　gran1te　zones

　（2）　About40％of　the1ands11des，1n　number　of

p1ace斗　found　in　the　granite　zone斗and17％w弓s

1n　the　tert1ay　zones

　（3）　Theヱandcreeps　or1ands11des　w1th　an　area

of1ess　than1ha　occupied　about50％of　the　who1e

denuded　area．


